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第１話「唯我独尊な部長様」

　　今日もここに来てしまった。今日は一限からの講義があったが俺はもちろん出ない。一限な
ど出ている奴は馬鹿だ。俺は馬鹿では無いのでとりあえず4限近現代から出ることにする。その前
に俺はいつものこの部室のソファーに横になって読書に勤しんでいた。今の本は素晴らしい絵が
付いていてその上声まで出るのだ。便利になったものだ。俺はこの時代に生まれて来られたこと
にとても感謝している。思わず一人一人に向かってありがとうとお礼を言いたいような気分だ。
とりあえずそこでテレビで一生懸命馬の観察している天然パーマの婦人に声をかけてみることに
しよう。

「こんにちは。いい天気ですね」
「……」

　天然パーマの婦人は物凄い目付きでこちらを睨んだがどうやら馬の研究に忙しいらしくすぐに
テレビに視線を戻してしまった。俺は負けずに再び接触を試みる。

「今日は午後から雨が降るそうですよ。傘持って来ていますか？」
「……。何？　何なの？　新手の嫌がらせ。今良い所だから黙ってて。後で相手してあげるから
。しっしっし」

　天然婦人は某のことを犬でも追い払うように手を振って追い返した。そんなに馬が好きなのか
好きならばこんな部室で見ないで直接見ればいいんだ。ついでに蹴られてくれれば申し分が無い
。

「あー。なぜあそこで伸びないかなあ。くそー。あー。頭に来た。おい！　誰だっけ。まあ誰で
もいいや。そこの眼鏡ちょっとこっちに来い」

　天然婦人が誰かを呼んでいる。眼鏡と言うと今は俺しかいない。というかこの部室には俺と天
然婦人しかいないのできっと俺のことを呼んでいるのだろう。というか天然婦人は俺の名前を未
だに覚えていないのだろうか。2年の付き合いになるのに。

「なんでしょうか。天……。いえ何か御用でしょうか」
「お前何か言いかけただろ。何ていう気だった。言ってみろ」
「いえ。わたくしは何も天気がいいなと言いかけただけでそれ以外別に」

　危ないところだった。この女は自分の天然パーマの天然っぷりを非常に気にしていらっしゃる
のだ。思わずモノローグが口からあふれ出てしまった。気をつけなくてはいけない。

「まあいい。私は非常に機嫌が悪い。分かるな。よって何か面白いことをやれ」
「は？　今でしょうか？」
「今だ。今すぐだ。第三文芸部員としてもちネタの一つでも持っていなくてどうする？」



　最近の文芸部員はもちネタを持っているのだろうか。大変な世の中になったものだ。良かった
。昨日思いついたネタがあった。

「では。不詳。いや。負傷。いや不承不承。いえ不肖……」
「いいから早くやれ。つまらんことはしなくていいから」
「は。では不肖……」
「いいから早くしろ！！」
「は！」

　せめて名乗らせて欲しかったのだが仕方がない。
　
「酔拳野球。ふあーーーーー」
「ああ。止め。止め」
「え！　これからですよ。ホームラン打ってゲロを吐きながらグランドを一周するんですよ。ホ
ームインしたらそこで急性アルコール中毒で救急車に運ばれるんですよ」
「見なくても分かる。つまらない。あー。つまらない。つまらない」

　そう言って天然婦人は定位置の部室のハンモックに横になる。くそ。あのハンモック千切れて
落ちないかな。よし。これから毎日少しずつ紐を削っていこう。見ていろよ。天然婦人め。

「じゃあ部長。私は4限がありますのでこれで」
「待て。4限は近現代だろ。あんなもの出なくていいあれは持ち込み可だ」
「いや。しかし」

　なんでこの女は俺の時間割まで把握しているのだろうか。後ろ寒さは感じるがまさかそんなこ
とはあるまい。きっとたまたまだろう。

「私はこの大学に7年いる。私の知らないことはない。出なくていい。後でテスト用紙をくれて
やる。それで単位は取れるだから出るな。そんなことよりも私の相手をしろ」
「はい……」

　もうこうなってしまっては部長の相手をするしかない。俺は覚悟を決めることにした。いった
い今日俺何しに来たんだろうか。

「相手って何すればいいんですか？」
「そうだなあ。何か面白い話をしろ」
「面白い話ですか。そうですねー」
「10秒以内だぞ。早くしろ」

　またこの女は一番やっかいなふりをしてくる。面白い話をしろだとふざけるなよ。早々普通の
生活をしてきてそんな面白い話などあるわけが無いだろ。しかし、俺は違う何せ普通の人間では



ないからだ。ざまあ。見ろ。

「ああ。そうだ。昨日ですね杏のやつと飲みに行ったのですけどあいつ酔っ払って電柱に登りだ
しましてですねえー。私んちってどのへんかなあって聞いてくるんですよ。もちろん俺はスルー
して帰りましたけどね。わっははは」

　部長は俺の話を聞くと額に皴を３つ寄せた。まずいな３怒りだ。俺何かまずいことを言っただ
ろうか。俺は部長の怒り度を眉毛の皴の数で把握している。今まで見てきた中での最高の数は13
怒りだ。あの時はとても思い出すのも嫌だ。
　それよりも部長はハンモックから飛び降りて俺の胸倉を掴んだ。

「なんで私を呼ばなかった」

えー。そこなんですかあ。と思ったがさすがにそれほど短い付き合いではないのでそのパターン
はもう読めている。

「だって部長。今日新台が入荷するかって昨日の深夜から並ぶって言っていたじゃないですか。
あれ？　そういえば何で今いるんですか。今まさにドル箱積み上げたろかー。という最中じゃ？
」
「……通報されたんだよ」
「は？」
「通報されたんだよ！」
「ええ！」
「怪しい目つきの悪い天然パーマがいるんだってよ。並んでいるだけだって言ったのにこんな時
間から並んでいる馬鹿はいないだろうと言って無理やり警察まで連行されたっつうの！」
「ああ。大変でしたね。でもまさか天然パーマまでは言わないでしょ。は！　しまった」
「お前。やはりさっきからこの野郎！」

気づいたときには俺は卍固めを食らっていた。なんとプロレス技だと今までにはなかった新技だ
いつの間に。

「痛たたたた。部長。これはさすがに洒落になりませんって」
「昨日、私は並びながらプロレスの本で勉強したんだ。お前にいつかかけてやろうと思ってな。
光栄に思えよ」

いらん知識をつけおってただ今日の俺は違うぞ。うまく隙間を見つけてするっと抜け出した。

「な！！」
「某も昨日飲み屋の蔵書の『ケインの柔道入門』を読みました。まさかこんな形で役に立つとは
思いませんでしたよ」

部長に向けてにやっと笑って見せる。最高に決まった。



「面白い。私と勝負するとは」
「いつまでもやられてばかりではいませんよ。いざ勝負！」
「来い！！」

　第三文芸部室では馬鹿二人が熱い戦いが繰り広げられていた。その光景を除いている影が３
つあった。

「今、入らないほうが良さそうですね」
「博のやつー。昨日勝手に帰ってひどい」
「今この部室は馬鹿臭が濃すぎます。どこかに行きましょう」
「そうですね。ファミレスにでも行きますか。今パフェが半額らしいですよ」
「私。ハンバーグいい」
「はい。はい。では行きましょうか」

　3人は最寄りのファミレス突撃冒険島へと向かった。部長と眼鏡の博君の勝負がどうなったかは
どうでもいい。本当にどうでもいい。



第２話「何を考えているのか分からない副部長」

　第三文芸部には部長がいる。部長がいればもちろん副部長がいる。副部長の名を十文字光一(じ
ゅうもんじこういち)という。俺よりも一個上の三年生でベストが大好きらしくいつもベストを着
ている。毎日違うベストを来てくるので何着あるのか聞いてみたいのだが怖くて未だに聞けない
でいる。今度杏辺りに聞いてもらおうと思っている。
　副部長は剣道の有段者でなぜか剣道部に入らないで第三文芸部にいる。その理由を本人に聞い
てみたら部長が「第三文芸部は枠に囚われないオールラウンドな部」だと言うので入部したと言
っていた。部長も部長だがそんな理由に納得して入部する副部長もどうかと思う。どれだけこの
部は間口が広いのだろうか。
　副部長はいつも部室の端っこで笑みを絶やさないで木刀を振っている。なぜ文芸部室で木刀
を振っているのかは分からない。素振りが終わると気持ち悪いくらい甘いチョコを食べてひと息
つく。副部長は極度の甘党でマックスコーヒーを食後に飲むのが日課だそうだ。
　副部長は喜怒哀楽が無いのでいつも笑っているように見える。俺は去年の冬の氷で滑って転ん
だ所を目撃していたが全く表情が変わらなかった。やれやれと言いながら雪を払って何事も無か
ったかのように歩いていった。俺はあんな動じない人間がいるとは思わなかったのでかなりド肝
を抜かれた。
　そんな副部長にも嫌いなものがある。それは今年の春に蟻が部室に入ってきたことがあった。
俺はふざけて蟻を副部長に投げつけやったら副部長の態度が一変した。

「貴様。死にたいのか！」

　そう言って俺に対して木刀を振るってくるのだ。俺はとっさに理論的に避けたのだがおかげで
部長が大事にしていた盆栽の木が一本もげてしまった。木工用ボンドで止めてやったのでバレず
に済んだ。そんなことよりもその時初めて副部長に目玉があったんだと気づいた。俺は暴走モー
ドの副部長を何とかその時は足払いで難を逃れたが危なく蟻の性で頭をかち割られる所だった。
危ない所だった。
　副部長はなぜか部長に好意を抱いていた。今まで何度も告白しているらしいが何度も断られて
いるようだ。一日に二回告白したこともあるそうだが当然断られたそうだ。今では告白する前に
断られる程に成長しているそうだ。それにしても部長を好きな人がこの世にいるのが信じられ
ない。俺も裸眼で見たらきれいに見えないことも無いのだがあの性格だ。あれほど好きになれそ
うな所があれほど一つも無い人も珍しい。前に副部長にどこが好きなのですかと聞いてみたこと
があるが副部長は

「彼女の何者にも縛られない自由な所が好きだ」

と言っていた。まあ確かにそうだろうけども……いくらなんでも自由すぎるだろ。まあ人それぞ
れだから俺にはどうでもいいことだ。

「君ももしや。部長を狙っているのですね。私は譲る気は毛頭ありませんからね」
「いや。別に。狙っていませんけど。むしろどうぞ。どうぞですよ」



　そう行ってなぜか副部長は俺に向けて木刀を構えた。あれ。変な地雷踏んでしまったかも知れ
ない。

「どうしてもというなら私を倒してください。私を倒したならば部長のことはすっぱりと諦め
ます」
「あの……副部長。少しは俺の話を聞いてください」

　表情が変わらないので本気なのか冗談なのか見分けがつかない。仕方がない。俺も理論的には
柔道ができる。この勝負は受けなければいけないだろう。副部長はかつて県選抜に選ばれた程の
実力者だ。なぜこの文芸部にいるのか分からないが俺はこの人に勝てるだろうか。
　俺たちのにらみ合いがしばらく続いた。ちなみにここは文芸部室だ。剣道場でもなんでもない
。俺はいったい何をしているのだろうか。俺はいつものソファーに座って私的な蔵書『アリクイ
の一生』を読みに来ただけだったのにどこで間違ってしまったのだろうか。　　　　　　
　太陽が完全に沈んだが俺も副部長も一歩も動けないでいた。先に仕掛けるか。いや。さすがに
素人が先に仕掛けてどうする。ここはとにかく待つしか無い。

「来ないのですか。それならばこちらから行きますよ」

　しびれを切らした副部長は俺に向かって疾走してきた。早い！　もう俺の目の前にまで詰めて
来ている。理論的には反応できるのだが体が付いて来ない。とっさに防御体勢を取ろうとしたの
だがおそらく間に合わないだろう。まずい。殺られる。

「はい！　待ったあ！」
「はうう！」
「ふげふぅぅぅ！」

　横から何者かに殴打された。思わぬ所から攻撃を食らったので俺と副部長はダブルノックダウ
ンした。俺の体は床と今までの人生で一番密着することになった。意外と床はひんやりと冷たく
心地良かった。
　見上げるとそこには部長が仁王立ちしていた。今日もいつもの天然パーマだった。なぜか部長
は俺の小指をわざと踏んでいた。踏むだけでは飽きたらず捻りだそうとしていた。とても痛い
です。部長。小指はそんな風に曲がるようにはできてはいませんよ。

「その勝負はお預けだ。君たちの気持ちはよーく分かった。私はどちらの気持ちも受け止めるこ
とはできない」
「そんな部長！　……。これで３４１回目か。無念だ」
「……」

　俺たちは振られてしまったようだ。俺は別に好きでもない。むしろ嫌いな人に振られてしまっ
たからとてもショックが大きかった。副部長はと言うと倒れながら笑っていた。いつも笑ってい
るがいつもより１、５倍程の清々しい笑顔だった。ああ。この人。部長のこと本当に好きなのだ



なあと思った。
　俺はと言うと今は頭を踏まれていた。しかも両足でだ。踏まれているというかこれは頭の上に
乗られているのだろう。

「十文字。あなた気持ち悪いからその笑顔はやめなさい」
「これが地顔ですので止めろと言われましても」
「ぐ。死ぬって……さすがに」
「いいからそうでないとこいつの頭を踏み潰す！」
「意味わかんねえ！　ていうかもう踏み潰されて……ぐあ！」　

　とりあえず俺の頭に乗るのは止めろよと思ったが声にならなかった。頭の上に乗られてしまっ
たらさすがの俺の理論的柔道も使い物にならなかった。部長のさらに深い踏み潰しを食らった
瞬間、俺の意識も失われた。


